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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

３月定例会の主な内容

１日招集・会期２７日間
一般会計予算など原案可決

　平成２５年第１回定例会が３月１日招集され、２７

日までの２７日間の会期で開かれました。

　白川市長から平成２５年度一般会計の予算として、

歳入・歳出予算の総額２６７億４千万円を計上する

ことなど合わせて３７議案が提出され、議案の提案

理由の説明がありました。

　また、８・１１日の２日間、各会派・党の代表質

問と個人質問が行われ、市当局の考えをただしま

した。

　当初予算や補正予算などの予算に関する議案は、

予算審査特別委員会に付託され１２日から１５日にか

けて慎重に審議を行いました。その他の議案は、

それぞれの各常任委員会に付託され、１８・１９・２１

日の３日間慎重に審議を行いました。

　２７日の本会議では、各常任委員会の委員長から

付託された議案などの審議結果の報告があり、採

決の結果すべての市長提出議案を原案のとおり可

決しました。その後、平成２４年度一般会計補正予

算（第６号）の追加議案の提出がありましたが、

原案のとおり可決しました。

　また、請願１件、陳情新規分１件、継続分３件、

意見書案２件などの審議結果も１７ページ「審議し

た議案等とその結果」に掲載しているとおりです。

代表質問 一般質問項目表

個人質問

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。 大 賀 正 三
（民政クラブ）

・施政方針について
・平成２５年度予算編成方針と重点事業に

ついて
●本市の財政状況について
・ゴミ処理及びし尿処理について
・農林行政について
・競輪事業廃止後の現状について
・地場産業の育成について
・水道事業について
・高齢者入所施設について
・観音寺市の教育の現状について

西 山 正 勝
（市民クラブ）

・内外情勢について
・予算案について
・道路整備について
・農業問題について
●学力向上について
・健康増進について
・競輪施設について
・ネット選挙について

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

・施政方針について
・新年度予算案について
●中小企業振興条例について
・公共施設の管理、運営について
・観音寺市の教育について
・中央七間橋線一期工事について
・中央七間橋線二期工事について

石 山 秀 和
（ 公 明 党 ）

・施政方針について
・２０１３年度当初予算について
・瀬戸内国際芸術祭２０１３について
・市有施設の有効活用について
・生活保護引き下げ問題について
・事前防災・減災対策について
・ＰＭ２．５問題について
・安心の教育について
・安心の子育て支援について
●全国学力調査について

安 藤 清 高
（日本共産党）

・施政方針について
・新年度予算編成の基本的な考え方につ

いて
・国の平成２４年度補正予算に伴う対応に

ついて
●特別職（市長・副市長・教育長）の退

職手当の引き下げについて
・同和行政について
・生活保護基準の引き下げによる一般低

所得者の影響について
・文化政策について

篠 原 重 寿
（社会民主党）

・施政方針について
・地方交付税と財政運営について
●安心・安全なまちづくりについて
・国民健康保険制度について

大久保隆敏
（市民クラブ） ●市道中央七間橋線改築事業について

詫 間 　 茂
（民政クラブ）

・出前講座について
・オンデマンド交通について
●高齢者の居場所づくりについて
・すぽっシュＴＯＹＯＨＡＭＡについて
・公共事業について

立石　隆男
（民政クラブ）

●防災対策について
・環境問題について
・公共施設について

黒川健太郎
（民政クラブ）

・市民協働のまちづくりについて
●教師と児童・生徒のふれあいについて

大 平 直 昭
（民政クラブ）

・子育てに関する情報提供について
●地震による家具転倒防止対策について

安 藤 康 次
（ 無 所 属 ）

・施政方針について
●学校における「いじめ」「体罰」について

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

●東日本大震災２年目を迎えて
・広聴・広報について
・安心して子育てできるまちの実現について
・経済活性化と公共事業のあり方について

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）

・窓口業務の各課及び支所との連携について
●子育て支援策について

高 橋 照 雄
（ 無 所 属 ）

・財政について
●社会資本整備総合交付金事業について
・危機管理について

安 藤 忠 明
（ 公 明 党 ）

●市民会館について
・通学路の安全について
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と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

国
・
県
支
出
金
の
確
保
、
市
債
、

各
種
基
金
を
活
用
し
て
財
政
の

健
全
化
を
保
っ
て
い
る
。
２４
年

度
末
の
合
併
特
例
債
の
現
在
高

は
、
約
９５
億
７
、
９
０
０
万
円

の
見
込
み
で
公
共
施
設
の
整
備

に
伴
い
、
２５
年
度
か
ら
２７
年
度

に
か
け
て
は
発
行
額
が
増
加
し
、

２７
年
度
末
現
在
高
は
約
１
９
０

億
４
、
９
０
０
万
円
と
予
測
。

合
併
特
例
債
発
行
可
能
額
は
、

約
２
０
７
億
７
、
５
０
０
万
円

で
あ
り
、
現
時
点
で
の
発
行
見

込
み
は
、
約
１１
億
円
の
残
が
生

ず
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　私
た
ち
が
世
界
で
活
躍

す
る
た
め
に
は
英
語
を
話
す
能

力
が
必
要
で
あ
る
。
全
国
小
都

市
の
民
間
英
語
教
育
の
受
講
割

合
は
、
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る

が
本
市
は
２０
パ
ー
セ
ン
ト
と
大

都
市
並
の
高
水
準
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
企
業
・
民
間
で

も
学
童
保
育
の
時
間
に
英
語
教

育
を
設
け
る
動
き
が
あ
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
も
、
民
間
の

英
語
教
育
シ
ス
テ
ム
を
学
童
保

育
の
内
容
に
取
り
込
ん
で
は
ど

う
か
。

　
　
　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

趣
旨
は
、
保
護
者
が
労
働
な
ど

に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小

学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の

児
童
に
対
し
て
、
放
課
後
な
ど

に
余
裕
教
室
を
利
用
し
て
、
適

切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え

て
、
健
全
な
育
成
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
宿
題
を
さ
せ
る
な
ど

の
学
習
習
慣
の
定
着
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
し
て
い
る
が
教

科
を
教
え
る
こ
と
は
し
て
い
な

い
。
民
間
の
英
語
教
育
の
指
導

方
法
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
授

業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　中
小
・
零
細
企
業
は
長

引
く
不
況
下
で
、
か
つ
て
な
い

深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、

地
方
経
済
で
は
赤
字
経
営
を
強

い
ら
れ
る
と
い
う
中
、
本
市
経

済
を
発
展
さ
せ
、
安
定
し
た
雇

用
を
確
保
し
、
市
民
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、
中

小
企
業
の
健
全
な
発
展
を
目
指

す
支
援
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い
将
来
の
地
域
経
済
活
性
化

を
促
す
条
例
の
制
定
が
必
要
と

考
え
、
中
小
企
業
を
本
市
経
済

の
担
い
手
の
主
体
と
し
て
位
置

づ
け
た
中
小
企
業
振
興
条
例
の

制
定
を
目
指
す
べ
き
だ
と
提
案

を
重
ね
て
き
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
お
伺
い
す
る
。

　
　
　中
小
企
業
振
興
条
例
の

制
定
に
向
け
て
は
、
他
市
の
状

況
も
調
査
、
検
討
し
て
き
た
。

近
年
の
極
め
て
厳
し
い
経
営
環

境
、
ま
た
、
今
後
の
経
済
情
勢

を
見
据
え
る
と
、
検
討
す
べ
き

課
題
と
考
え
て
い
る
。
今
年
６

月
の
定
例
会
を
目
途
に
、
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
　文
部
科
学
省
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
ゆ
と
り
教
育
」
か
ら

相
対
的
学
力
低
下
が
顕
著
に
な

っ
て
き
た
と
の
観
点
か
ら
方
針

転
換
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
中

で
こ
れ
ま
で
、
学
校
別
成
績
の

公
表
を
禁
止
し
て
き
た
が
、
解

禁
も
含
め
今
後
検
討
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
た
。
本
市
に
お
い

て
は
、
公
表
の
是
非
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か

伺
う
。

　
　
　全
国
学
力
調
査
は
、
児

童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を

掌
握
・
分
析
し
、
児
童
生
徒
へ

の
教
育
指
導
の
充
実
や
改
善
に

　

市
民
ク
ラ
ブ

西
山　

正
勝

学
力
向
上
に
つ
い
て

質
問

　
　
　大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

実
施
さ
れ
て
い
る
中
で
、
市
の

財
政
内
容
を
表
す
一
つ
の
目
安

と
し
て
実
質
公
債
比
率
が
あ
る
。

比
率
が
１８
％
以
上
で
注
意
信
号
、

２５
％
以
上
で
危
険
、
３５
％
以
上

に
な
る
と
夕
張
の
よ
う
に
破
綻

と
な
る
。
２４
年
度
末
か
ら
２７
年

度
末
ま
で
ど
の
く
ら
い
の
比
率

で
推
移
す
る
の
か
。
ま
た
、
合

併
特
例
債
の
２７
年
度
末
の
残
高

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
伺

う
。　

　
　大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完

成
時
の
２７
年
度
末
の
実
質
公
債

比
率
は
、
３
年
平
均
で
１３
・
０

％
前
後
を
予
測
し
て
い
る
。
以

前
の
予
測
値
か
ら
改
善
さ
れ
た

主
な
要
因
は
、
普
通
交
付
税
と

臨
時
財
政
対
策
債
の
増
に
よ
る
。

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

五
味　

伸
亮

中
小
企
業
振
興
条
例
に
つ
い
て

質
問

公
明
党石

山　

秀
和

全
国
学
力
調
査
に
つ
い
て

質
問

　下記のとおり開催しますので、都

合の良い日に是非ご来場ください。

平成２５年度予算及び主な事業と

参加者の皆さまとの意見交換など

議会事務局　電話２３−３９１３

内　容

問合せ

５月２６日（日）午後２時
　　　　　　　～午後３時３０分
中央図書館

５月２７日（月）午後７時
　　　　　　　～午後８時３０分
大野原中央公民館

５月２８日（火）午後７時
　　　　　　　～午後８時３０分
豊浜中央公民館

日　時

日　時

日　時

場　所

場　所

場　所

議会報告会の開催について
（ご案内）

代
表
質
問

民
政
ク
ラ
ブ

大
賀　

正
三

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

  質 

問
答
弁

と
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　①
主
要
７
橋
の
う
ち
、

１
橋
が
耐
震
対
策
済
で
、
残
る

橋
も
検
討
す
る
。
橋
長
１５
ｍ
以

上
の
４１
橋
へ
の
長
寿
命
化
対
策

は
、
来
年
度
か
ら
着
手
し
、
７

億
円
程
度
の
費
用
と
５０
年
間
を

要
す
る
。
そ
の
間
の
対
策
と
し

て
、
５
年
ご
と
の
点
検
、
通
常

の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
安
全

確
保
に
努
め
る
。
②
制
度
開
始

よ
り
２
年
目
だ
が
、
申
請
件
数

の
伸
び
悩
み
を
踏
ま
え
、
県
に

対
し
、
内
容
の
拡
充
を
求
め
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
耐
震
診
断

補
助
率
１０
分
の
９
、
補
助
額
を

９
万
円
に
引
き
上
げ
。
改
修
工

事
は
上
限
額
を
９０
万
円
に
引
き

上
げ
た
。
今
後
も
利
用
拡
大
に

向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉

え
、
啓
発
活
動
を
行
う
。

　
　
　市
民
の
厳
し
い
視
線
が

注
が
れ
て
い
る
市
道
中
央
七
間

橋
線
改
築
事
業
に
取
り
組
む
市

と
地
元
周
辺
事
業
者
の
責
務
。

ま
た
、
道
路
線
形
の
考
え
方
、

併
せ
て
事
業
に
対
す
る
思
い
を

伺
う
。

　
　
　中
心
市
街
地
活
性
化
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
市

及
び
地
元
周
辺
事
業
者
は
道
路

整
備
に
合
わ
せ
、
市
街
地
の
活

性
化
を
目
指
し
真
摯
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
道
路
線
形
の
考
え

方
は
、
本
路
線
が
内
環
状
道
路

と
し
て
重
要
な
位
置
付
け
で
あ

り
円
滑
で
安
全
な
交
通
流
確
保

の
た
め
、
県
、
県
警
、
公
安
委

員
会
と
協
議
に
よ
り
決
定
し
て

い
る
。
併
せ
て
商
店
街
を
形
成

し
て
い
る
た
め
、
両
側
で
用
地

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
住

民
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
可

能
と
な
る
。
事
業
費
は
高
額
で

あ
る
が
、
国
庫
金
や
交
付
税
な

ど
を
利
用
し
極
力
負
担
が
少
な

く
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

な
お
、
公
共
投
資
と
い
う
観
点

か
ら
も
本
市
に
大
き
な
経
済
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
今
後

と
も
市
民
会
館
の
完
成
と
合
わ

せ
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
力
し
た
い
。

　
　
　団
塊
の
世
代
が
高
齢
者

の
仲
間
入
り
の
時
期
を
迎
え
３０

％
が
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な

っ
て
い
る
。

　戦
後
の
日
本
の
経
済
、
社
会

を
支
え
て
き
た
高
齢
者
の
人
達

に
安
心
安
全
、
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
人
生
を
送
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
自

宅
以
外
で
落
ち
着
け
て
安
心
で

き
る
居
場
所
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
る
高
齢
者
は
７８
％
に
達
し

て
お
り
、
歩
い
て
行
け
る
距
離

に
あ
る
の
が
理
想
的
だ
と
思
う
。

市
と
し
て
居
場
所
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る

の
か
を
お
伺
い
す
る
。

　
　
　多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
地
域
サ

ロ
ン
活
動
や
、
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
自
宅
か
ら
近
く
の
公
共

施
設
や
、
公
民
館
な
ど
の
有
効

活
用
も
検
討
し
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
高

齢
者
の
方
が
楽
し
く
集
え
る
、

居
場
所
の
創
設
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　本
市
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に

は
退
職
手
当
に
関
す
る
答
申
を

い
た
だ
く
も
の
で
は
な
い
が
、

条
例
で
は
、
審
議
会
で
の
意
見

を
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　退
職
手
当
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
は
、
次
回
定
例
会
に
お
い

て
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

の
退
職
手
当
引
き
下
げ
の
条
例

改
正
案
を
提
案
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　大
震
災
か
ら
二
年
目
。

改
め
て
防
災
面
で
「
公
」
と
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
検
証
す
る
。

　①
昨
年
末
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル

な
ど
、
公
共
施
設
で
老
朽
化
に

よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

市
は
、
公
共
施
設
を
管
理
し
、

安
心
・
安
全
を
保
障
す
る
責
務

が
あ
る
。
道
路
橋
の
維
持
管
理
、

耐
震
対
策
の
状
況
は
。
②
個
人

住
宅
へ
の
耐
震
対
策
助
成
の
拡

充
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
市
全
体

の
成
果
と
課
題
を
示
し
つ
つ
、

研
修
会
を
実
施
し
た
り
、
各
学

校
に
応
じ
た
授
業
改
善
や
学
習

習
慣
づ
く
り
へ
の
指
導
、
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
成
績
の
公
表

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　本
市
特
別
職
の
１
期
４

年
の
任
期
満
了
時
で
算
定
さ
れ

る
退
職
手
当
が
新
年
度
予
算
案

に
退
職
金
と
し
て
計
上
さ
れ
て

い
る
。

市
長
、
一
千
八
百
九
十
四
万
円

教
育
長
、
六
百
五
十
一
万
円

（
副
市
長
、
今
回
予
算
計
上
さ
れ

て
い
な
い
。
通
常
の
任
期
満
了

で
、
一
千
二
十
二
万
円
と
試
算

さ
れ
る
）
退
職
金
の
財
源
は
市

民
が
負
担
す
る
税
金
で
あ
る
。

退
職
金
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
理
解
と
合
意
が
求
め
ら

れ
る
。
審
議
会
を
設
け
て
退
職

金
の
答
申
を
受
け
る
こ
と
に
つ

い
て
の
提
案
を
し
て
、
退
職
金

の
見
直
し
引
き
下
げ
に
つ
い
て

伺
う
。

個
人
質
問

大
久
保　

隆
敏

市
道
中
央
七
間
橋
線
改
築
事

業
に
つ
い
て

質
問

社
会
民
主
党

篠
原　

重
寿

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

日
本
共
産
党

安
藤　

清
高

特
別
職（
市
長
・
副
市
長
・
教

育
長
）の
退
職
手
当
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て

質
問

答
弁

詫
間　

 

茂

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問



15

３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　東
日
本
大
震
災
か
ら
２

年
が
た
っ
た
。
こ
の
大
災
害
を

教
訓
に
し
て
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
防
災
の
観
点
か
ら
、
①
現

在
の
情
報
伝
達
方
法
状
況
、
②

防
災
情
報
伝
達
方
法
の
構
築
、

③
今
後
の
防
災
計
画
、
以
上
３

点
に
つ
い
て
、
当
局
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
　①
現
在
は
、
旧
市
町
の

情
報
伝
達
手
段
を
使
用
。
観
音

寺
地
域
で
は
広
報
車
に
よ
る
広

報
、
大
野
原
地
域
で
は
オ
フ
ト

ー
ク
、
豊
浜
地
域
は
ア
ナ
ロ
グ

同
報
系
無
線
を
使
用
し
て
い
る
。

②
同
報
系
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
よ

る
ス
ピ
ー
カ
ー
拡
声
放
送
を
、

新
庁
舎
建
設
と
並
行
し
て
整
備

予
定
。
避
難
所
な
ど
に
は
戸
別

受
信
機
の
設
置
も
予
定
。
ま
た
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
・
緊

急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
の
情
報
も

放
送
し
た
い
。
③
昨
年
、
津
波
避

難
計
画
や
業
務
継
続
計
画
な
ど

を
策
定
し
、
新
年
度
は
、
自
主
防

災
組
織
な
ど
の
実
践
的
な
訓
練

や
資
機
材
購
入
費
用
補
助
を
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
は
、
県
の
被

害
想
定
の
時
期
に
よ
り
、
本
年

度
秋
頃
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　毎
日
の
よ
う
に
教
師
の

体
罰
や
暴
力
行
為
に
つ
い
て
の

報
道
が
あ
る
が
、
体
罰
は
悪
循

環
に
な
る
。
そ
の
大
き
な
原
因

の
一
つ
に
教
師
と
児
童
・
生
徒

の
ふ
れ
あ
い
が
不
足
し
て
い
な

い
か
、
ま
た
、
教
師
の
態
度
い

か
ん
で
児
童
・
生
徒
た
ち
の
後

世
の
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
が
こ
の

点
を
伺
う
。

　
　
　体
罰
は
学
校
教
育
法
第

１１
条
に
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、

い
か
な
る
場
合
に
も
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
暴
力

の
な
い
明
る
い
学
校
づ
く
り
に
、

改
め
て
教
師
が
自
ら
の
指
導
姿

勢
を
絶
え
ず
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
今
回
、
学
校
で
は

市
教
育
委
員
会
配
布
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
な
ど
を
用
い
て
体
罰

根
絶
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

今
後
も
適
時
に
校
内
研
修
な
ど

に
よ
り
自
己
診
断
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
学
校
の
運
営

体
制
に
お
い
て
、
教
師
一
人
で

抱
え
込
む
こ
と
な
く
全
教
職
員

の
共
通
理
解
、
共
同
歩
調
を
図

り
、
状
況
に
よ
り
保
護
者
と
地

域
社
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
深
め
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
。

　
　
　南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地

震
で
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
、
震
度
６
弱
か
ら
７
が

予
測
さ
れ
て
い
る
揺
れ
で
あ
り
、

ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
、
家
具
の
転
倒
防
止
対
策

と
考
え
る
。
啓
発
に
つ
い
て
は

鋭
意
進
め
て
い
る
と
思
う
が
、

ま
だ
ま
だ
実
施
さ
れ
て
な
い
の

が
現
状
か
と
思
う
。
分
か
り
や

す
い
防
災
学
習
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活

用
や
、
重
要
な
寝
室
対
策
に
重

点
を
お
く
な
ど
、
啓
発
方
法
に

工
夫
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

　
　
　家
具
な
ど
の
転
倒
防
止

対
策
は
、
家
庭
で
で
き
る
防
災

対
策
の
中
で
も
、
最
も
有
効
な

手
段
と
考
え
る
。
平
成
２１
年
に

７５
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
宅
１
、

３
４
６
戸
へ
家
具
転
倒
防
止
マ

ッ
ト
を
設
置
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
始
め
た
出
前
講
座
、
広
報

紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
、
反
応

が
鈍
い
よ
う
に
感
じ
る
。
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は
、
出
前
講
座
な
ど
の
中
で

の
放
映
、
市
Ｈ
Ｐ
の
啓
発
サ
イ

ト
（
動
画
あ
り
）
と
の
リ
ン
ク
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
も
活
用

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
啓
発
し

て
い
く
。
ま
た
、
家
の
中
で
は
、

就
寝
中
は
無
防
備
と
な
る
た
め
、

今
後
は
啓
発
の
方
法
を
工
夫
し

て
い
く
。

　
　
　市
に
お
い
て
も
「
い
じ

め
」「
体
罰
」
事
件
は
生
じ
て
お

り
、
真
剣
に
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
①
道
徳
教
育
の
教
科
化
、

②
子
ど
も
や
保
護
者
の
悩
み
を

聞
く
相
談
業
務
、
③
市
の
義
務

教
育
期
間
の
３５
人
学
級
制
、
④

学
校
と
警
察
の
緊
密
な
連
携
、

⑤
問
題
行
動
を
起
こ
す
児
童
生

徒
に
対
す
る
出
席
停
止
制
度
、

⑥
「
い
じ
め
防
止
条
例
」
の
制

定
に
向
け
た
環
境
整
備
に
つ
い

て
お
伺
い
す
る
。

　
　
　①
文
部
科
学
省
で
の
検

討
や
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い

て
議
論
が
進
め
ら
れ
る
、
動
向

を
見
守
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

②
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

拡
充
と
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で

の
相
談
も
受
け
て
い
る
。
③
早

急
な
実
現
は
難
し
い
。
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
拡
充
な
ど
に

よ
っ
て
支
援
、
指
導
を
し
て
い

き
た
い
。
④
警
察
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
、
法
律
に
抵
触
す
る

よ
う
な
問
題
行
動
に
対
し
て
は
、

積
極
的
に
と
考
え
て
い
る
。
⑤

出
席
停
止
に
し
た
児
童
生
徒
の

家
庭
で
の
生
活
な
ど
を
鑑
み
て

も
、
有
効
か
否
か
、
慎
重
に
検

討
す
る
。
⑥
政
府
の
方
針
、
教

育
再
生
実
行
会
議
の
議
論
な
ど

の
動
向
を
見
な
が
ら
、
条
例
化

に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

　
　
　東
日
本
大
震
災
か
ら
２

年
目
を
迎
え
る
が
、
こ
の
２
年

間
の
本
市
の
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
な
ど
に
対
す
る
準
備
は
ど
の

よ
う
な
進
捗
状
況
か
。
避
難
方

法
の
確
立
、
防
災
訓
練
、
防
災

倉
庫
の
準
備
な
ど
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

立
石　

隆
男

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問

黒
川　

健
太
郎

教
師
と
児
童
・
生
徒
の
ふ
れ
あ
い

に
つ
い
て

質
問

答
弁

大
平　

直
昭

地
震
に
よ
る
家
具
転
倒
防
止

対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

安
藤　

康
次

学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」

「
体
罰
」
に
つ
い
て

質
問

答
弁

伊
丹　

準
二

東
日
本
大
震
災
２
年
目
を
迎
え
て

質
問
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
時
預
か
り
保
育
や
任
意
で
の

予
防
接
種
、
紙
お
む
つ
や
ミ
ル

ク
な
ど
の
購
入
な
ど
に
主
に
活

用
で
き
る
も
の
と
し
て
、
全
国

で
多
数
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
第
二
子

以
上
の
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
に

特
化
し
て
、
制
度
を
設
け
て
は

ど
う
か
と
思
う
。
若
い
方
が
本

市
で
子
育
て
す
る
喜
び
を
感
じ

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
考
え
て

み
て
は
ど
う
か
。
こ
の
子
育
て

バ
ウ
チ
ャ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
、
市

内
の
み
で
の
活
用
と
な
る
た
め
、

地
域
商
品
券
と
同
様
の
効
果
も

あ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

　
　
　バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
他
市
の
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
の
基
幹
事
業
で
あ
る

市
民
会
館
建
設
に
係
る
市
道
整

備
の
事
業
内
容
並
び
に
街
路
事

業
に
よ
る
中
央
七
間
橋
第
２
期

事
業
（
青
柳
商
店
街
）
の
事
業

内
容
及
び
事
業
費
に
つ
い
て
伺

う
。　

　
　新
市
民
会
館
の
敷
地
は
、

街
づ
く
り
や
施
設
利
用
に
際
し
、

交
通
、
安
全
、
防
災
上
及
び
衛

生
上
支
障
の
な
い
よ
う
な
建
築

基
準
法
に
適
合
し
た
公
共
道
路

に
接
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
敷
地
構
内
道
路
と
し
て

の
機
能
も
必
要
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
道
路
整
備
は

延
長
２
０
８
ｍ
、
幅
員
は
車
道

９
ｍ
、
歩
道
２
・
５
ｍ
の
両
側

で
５
ｍ
、
全
幅
１４
ｍ
で
事
業
費

は
、
４
億
６
千
万
円
で
あ
る
。

次
に
中
央
七
間
橋
線
の
第
２
期

事
業
に
つ
い
て
は
、
延
長
１
２

０
ｍ
、
幅
員
は
車
道
７
ｍ
、
歩

道
３
・
５
ｍ
の
両
側
で
７
ｍ
、

全
幅
１４
ｍ
で
あ
る
が
、
右
折
車

線
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
幅
１７
ｍ
の
道
路
整
備

計
画
で
あ
る
。
事
業
費
は
約
１３

億
と
積
算
し
て
い
る
。

　
　
　新
庁
舎
建
設
の
た
め
に

３
月
で
閉
鎖
さ
れ
る
市
民
会
館

内
で
業
務
を
行
っ
て
い
た
部
や

課
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

工
事
期
間
や
電
話
な
ど
に
つ
い

て
、
ま
た
、
備
品
な
ど
の
扱
い

に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

　
　
　閉
館
に
あ
た
り
、
会
館

内
で
業
務
を
し
て
い
る
課
は
３

月
２５
日
か
ら
新
庁
舎
で
業
務
を

開
始
す
る
平
成
２７
年
５
月
ま
で

の
２
年
余
り
、
大
野
原
支
所
へ

は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
の
教

育
総
務
課
、
学
校
教
育
課
、
市

民
ス
ポ
ー
ツ
課
の
３
課
と
農
林

水
産
課
及
び
農
業
委
員
会
事
務

局
が
、
豊
浜
支
所
へ
は
、
建
設

課
と
建
築
課
が
移
転
す
る
。
電

話
に
つ
い
て
は
、
変
更
電
話
番

号
の
案
内
を
流
し
、
郵
便
物
に

つ
い
て
も
新
旧
ど
ち
ら
で
も
届

く
よ
う
対
応
し
て
い
る
。
備
品

に
つ
い
て
は
一
時
保
管
を
し
て

必
要
に
応
じ
て
利
用
す
る
。
ま

た
、
３
体
の
彫
像
に
つ
い
て
は
、

本
市
出
身
の
矢
野
誠
一
氏
の
作

品
で
あ
り
帝
国
美
術
展
に
も
出

品
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ

ら
は
同
じ
く
本
市
出
身
の
白
川

朋
吉
氏
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
も
の
で
、
今
後
も
大
事
に
展

示
す
る
。

　
　
　市
内
の
海
抜
３
・
５
ｍ

以
下
の
地
域
を
中
心
に
主
要
な

避
難
経
路
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

　今
後
は
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、

各
家
庭
、
地
域
で
の
避
難
方
法

の
確
立
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　避
難
訓
練
は
、
小
学
校
区
単

位
で
順
次
実
施
し
、
自
治
会
、

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
治

会
、
自
主
防
災
組
織
の
行
う
避

難
訓
練
へ
の
費
用
の
補
助
を
考

え
て
い
る
。
な
お
、
防
災
倉
庫

に
は
人
口
の
１
％
分
を
目
安
に

防
災
用
品
の
備
蓄
を
し
て
い
る
。

　今
後
は
、
本
市
の
災
害
時
の

業
務
継
続
計
画
を
見
直
し
な
が

ら
災
害
に
よ
る
業
務
の
停
滞
を

防
ぐ
対
処
を
し
て
い
く
。

　
　
　子
育
て
支
援
策
の
一
つ

と
し
て
子
育
て
バ
ウ
チ
ャ
ー
制

度
を
提
案
す
る
。
子
育
て
バ
ウ

チ
ャ
ー
制
度
は
年
間
、
一
定
額

の
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
し
子
育
て

に
関
す
る
こ
と
だ
け
に
使
用
で

き
る
よ
う
定
め
た
チ
ケ
ッ
ト
で
、

子
育
て
さ
れ
る
方
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
も
の
で
あ
る
。

答
弁

安
藤　

忠
明

市
民
会
館
に
つ
い
て

質
問

答
弁

高
橋　

照
雄

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
に
つ
い
て

質
問

　２月１５日（金）市議会主催の「安心して子どもを産み育てられる環境

づくり」をテーマに市民フォーラムを開催しました。当日は、大変お

寒い中たくさんの皆さまにご来場いただき、ありがとうございました。

　市民フォーラムでのアンケート調査などを市のホームページに掲載

していますので、是非ご覧ください。

市民フォーラム
「安心して子どもを産み育てられる環境づくり」を開催しました。

友
枝　

俊
陽

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果
●第１回（３月）定例会

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
観音寺市附属機関設置条例の一部改正について 原案可決

観音寺市公文書公開条例の全部改正について 〃

観音寺市民会館条例の廃止について 〃

観音寺市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市長及び副市長の給料の特例に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市教育委員会教育長の給料の特例に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市職員の退職手当に関する条例等の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市税条例の一部改正について 〃

観音寺市介護保険条例の一部改正について 〃

観音寺市指定地域密着型サービス等事業の人員、設備及び運営等の基準等に関する条例の制定について 〃

観音寺市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 〃

観音寺市道路の構造の技術的基準等に関する条例の制定について 〃

観音寺市移動等円滑化のために必要な道路の構造の技術的基準に関する条例の制定について 〃

観音寺市準用河川管理施設の構造の技術的基準に関する条例の制定について 〃

観音寺市営住宅条例の一部改正について 〃

観音寺市公園条例の一部改正について 〃

観音寺市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の制定について 〃

三観広域行政組合規約の一部変更について 〃

平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第５号） 原案可決（反対７人）

平成２４年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 〃

平成２４年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２５年度観音寺市一般会計予算 原案可決（反対４人）

平成２５年度観音寺市競輪事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市国民健康保険事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市介護保険事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市航路事業特別会計予算 原案可決

平成２５年度観音寺市粟井財産区特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市公共下水道事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市農業集落排水事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市水道事業会計予算 〃

平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第６号） 原案可決（反対２人）

※請願
中国銀行旧観音寺市店の有効活用を求める請願 継続審査

※陳情
住宅リフォーム助成制度創設を求める陳情書　 不採択（賛成６人）

安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める陳情書 採　択

介護職員処遇改善加算の継続、拡充を求める陳情書 〃

一般廃棄物（固形）収集運搬業の新規許可について 〃

※議提議案
特別委員会の設置について 原案可決

※意見書案
安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める意見書 原案可決

介護職員処遇改善加算の継続及び拡充を求める意見書 〃


